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研究成果の概要（和文）：臨床宗教師の活動実態調査を行い、その意義について明らかにした。さらに、臨床宗
教師のケアの特徴を表す「宗教的資源の活用」などケア方法を整理し、公共空間における倫理的なプロセスを明
示した。その教育や社会実装において最も重要な成果である。様々な宗教的資源のうち読経の効果に着目し、心
理尺度と生化学指標を用いた実験を行った結果、読経聴取という簡便な方法により悲嘆ストレスが軽減されるこ
とが、世界で初めて客観的データによって実証できた。
　これらの成果は東北大など諸大学で実施されている養成プログラムに活かされており、熊本地震の被災者支援
や、緩和ケアや在宅ケアなどヘルスケア分野での活動の下支えとなっている。

研究成果の概要（英文）：We have researched on ‘interfaith chaplain’, who is a professional of 
religious and spiritual care, and on their way and process to provide care. We organized various 
ways of care, including ‘the Application of Religious Resources,’ that can show the feature of 
interfaith chaplaincy. This research revealed the best ethical process of care in public places. 
Furthermore, the result of our first experiment on the effect of religious care shows that listening
 to sutra chanting can reduce bereavement stress. These fruits are made use of several training 
programs. The chaplains are helping the survivors of Tohoku and Kumamoto Earthquakes; as well as 
patients, families and staff of health care, especially at palliative care settings.

研究分野：宗教学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災の被災者支援においては、宗
教者による活動が注目され、研究代表者であ
る谷山らが主導して東北大学において臨床
宗教師（公共空間で心のケアを提供する宗教
者）の養成が始まっていた。 
 海外での祈りの効果に関する研究はあっ
たが、それらは基本的にキリスト教文化圏で
の発想に基づき、キリスト教式の祈りや、瞑
想などケア対象者自身の主体的参与が想定
されたケアのあり方を前提としており、我が
国の文化には適応しにくいものであった。そ
れに対し臨床宗教師は、日本の民間信仰など
宗教文化を尊重することをコンセプトとし
ており、この主旨に適合したケアのあり方を
構築する必要があった。 
 
２．研究の目的 
 臨床宗教師が提供するケアの効果を実証
することで、被災者等にとってより有益なケ
ア方法を開発し、臨床宗教師の養成を通して
普及することを、本研究の目的とした。 
 臨床宗教師による心のケアは、「傾聴と実
存的相談」「祈り・冥想」「儀礼・儀式」の 3
種に大別できるものと想定し、それぞれケア
提供者（臨床宗教師）とケア対象者（被災者
など）の両者の視点から、その効果を測定し、
これにより臨床宗教師の教育プログラムに
活用できると考えた。 
 
３．研究の方法 
 まずは(1)国内外の文献調査や、国際会議
開催・参加や海外視察による実践者・研究者
からの情報収集を行い、これをまとめる。 
 被災地等で活動する(2)臨床宗教師の活動
内容・ケア方法・ケア対象、(3)ケア対象者
である被災者や遺族などによる主観的評価
について、質問紙調査とインタビューによっ
て明らかにし、また(4)公的な統計を用いて
臨床宗教師によるケアの効果を客観的に計
測し、(5)上記(1)〜(4)の成果に基づいて臨
床宗教師養成のための教材開発を計画した。 
 しかしながら、(4)の実施は困難であった
ため、これに替えて(6)心理尺度・生化学的
指標によりケア効果を実証する実験を行う
こととした。 
 
４．研究成果 
 (1)臨床宗教師の提唱経緯から活動内容ま
で、被災地における実態を把握することがで
きた。その成果は、以下の論文②③、図書⑥
で発表した。図書⑥では東日本大震災から臨
床宗教師研修開始にいたる経緯が詳しく報
告されている。活動内容については論文③で
電話相談における宗教協力の意義を、論文②
では読経や儀礼によるケアのあり方を明ら
かにした。これらの成果は、後述の(1)(2)の
基礎となっている。 
 (2)臨床宗教師によるケアには様々なアプ
ローチがあり、それらを分類し、公共空間で

のあるべきプロセスを明らかにした。まず、
ケア概念とその分類は、図書②③⑤でまとめ
ている。研究開始当初は、「傾聴と実存的相
談」「祈り・冥想」「儀礼・儀式」の 3種に大
別できるものと想定していたが、これらを再
構成して、以下の図のように「（狭義の）ス
ピリチュアルケア」「宗教的資源の活用」「（狭
義の）宗教的ケア」とし、狭義のスピリチュ
アルケアから始まり、ケア対象者のニーズに
応じて、宗教的資源の活用、さらには狭義の
宗教的ケアに展開するプロセスを理論化す
ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
このうち「宗教的資源の活用」という概念は、
臨床宗教師のケアの特徴を表すものであり、
かつ、この概念によって宗教の公共性を特徴
付ける可能性が浮上する。この図は、臨床宗
教師の社会実装を想定するときに、教育上も
っとも重要な概念となり、本研究を特徴付け
る二つの重要な成果のうちの一つである。 
 この図に基づき、公共空間における倫理的
なケアプロセスの詳細を示すことができた。
論文①、発表②、図書⑤でその成果を発表し
ている。 
 また、これらの成果は教育プログラムにも
適時反映され、発表①と図書⑤に関わる。研
究代表者と谷山、研究分担者の鈴木、連携研
究者の高橋が牽引する東北大学実践宗教学
寄附講座が主催する臨床宗教師研修のみな
らず、龍谷大学、種智院大学など他大学での
同様の研修においても活かされている。これ
により、より社会のニーズに沿った臨床宗教
師の姿を具現化することができ、熊本での被
災者支援や、全国各地の医療福祉施設での臨
床宗教師の活動を下支えしている。 
 (3)本研究のもう一つの重要な成果は、読
経の効果を実証したことである。従前より僧
侶の間では、読経前後の遺族や祈祷依頼者の
様子の好転が認識されていたようで、論文②
の僧侶に対するインタビューによっても示
唆されている。しかし、客観的データによる
証明はなされていなかった。 
 本研究の分担者である得丸、奥井、ベッカ
ーは、瞑想の効果に関する研究（図書①ほか）
や動物飼育による心理変化（論文④ほか）、
ストレス対処法に関する研究（図書①ほか）



を行っているが、これらの成果をベースにし
て、ペットロス経験を通した悲嘆ストレス軽
減を測定する実験を行った。 
 平成 26 年度には、パイロット研究として
大学生を対象にした実験を行った。51 日間の
金魚飼育（愛着形成）の後、金魚の死を告知
し（実際には生きている）、実験群には読経
を聴取してもらい、対照群には室内で静かに
過ごしてもらった。自覚ストレス（JPSS）、
多次元共感尺度（MES）、不安尺度（STAI）、
悲嘆尺度といった心理尺度と、s-IgA、α-AMY
の生化学指標により、喪失体験前後の変化を
測定した結果、生化学指標に有意差、ないし
有意傾向が確認された。その成果は、発表③
④⑤⑥で発表し、論文⑤にまとめた。世界初
の成果である。 
 このパイロット研究の課題を精査・修正し、
平成 28 年度には、実際にペットロス（イヌ、
ネコなど）を経験した市民を対象に同様のプ
ランで実験を行った。ストレッサーはパイロ
ットのような擬似的なものではなく、動画に
よってペットとの別れを想起してもらった。
その想起後に２群に分かれて、実験群には読
経、対照群は静座してもらった。その結果、
統計的に申し分ない水準で実験効果が明示
された。発表⑦で学会発表しているが、その
レスポンスを受けて詳しくは分析中・再検討
中である。 
 このように、読経を「聴取する」という簡
便な方法により、悲嘆ストレスが軽減される
ということが客観的データによって実証で
きた。ただし、読経の文化的要素や音楽的要
素など、その要因については明らかになって
おらず、今後の研究の進展が期待される。 
 研究方法の一部に路線変更があったもの
の、「臨床宗教師が提供するケアの効果を実
証すること」と「臨床宗教師の教育プログラ
ムに活用すること」という、本研究の目的は
達成されたと言える。 
 蛇足であるが、臨床宗教師の活動範囲は、
当初の想定を超えて、被災地だけでなく、ホ
スピス緩和ケアを基軸に超高齢多死社会を
迎えようとする我が国の、地域包括ケアシス
テムに貢献できる道筋ができつつある。本研
究の成果は、被災者だけでなく、苦悩を抱え
る国民一般が受益できるものとなり、今後の
当該分野の進展が不可欠となるものと思う。 
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